
　登別町民憲章が制定された昭和43年
９月20日から50年の歳月が過ぎました。
　この半世紀の間、登別町が登別市と
なり、『町民憲章』も『市民憲章』と
改称され、社会情勢や人々の生活スタ
イルも大きく変わりましたが、『明る
く住みよいまちづくり』を目指して制
定された市民憲章は、50年を経過して
もなお、よりよいまちをつくるための
基本的な心構えとして、市民の心のよ
りどころになっています。
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